
産業厚生常任委員会会議録 
 

 

１ 日  時  平成２８年３月１０日（木） 

  １５時５９分開会   １６時３６分閉会 

 

２ 会議場所  役場３階第１委員会室 

 

３ 出席議員  委員長：奥秋康子  副委員長：原 紀夫 

        委 員：桜井崇裕、佐藤幸一、安田 薫、西山輝和 

         

４ 事 務 局  事務局長：佐藤秀美、係長：渋谷直親 

 

５ 説 明 員   

 

６ 議  件 

 （１）所管事務調査の申し出について    

 

 

 （２）その他 

 

 

  

  

 

７．会議内容 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



産業厚生常任委員会【開会１５：５９ 閉会１６：３６】  

                                            

 

委員長：（奥秋康子）お疲れのところ集まっていただき、ありがとうございます。これから、産業

厚生常任委員会を開催する。 

     

 （１）所管事務調査の申し出事項 

 

委員長：今回の議件は所管事務調査の申出についてということで、意見を伺いたい。今回はどの

ような調査を行うか。 

原委員：過疎対策の計画が出ており、町や国が行うものが記載されている。身近なところで、わ

が町が５年間で実現していかなければならないものについて、産業厚生常任委員会が該

当するものを考えてはどうか。 

    また、以前から話が出ている町有林についてだが、東京でのオリンピックの施設を作る

ときには国産材を使うと国が明確に言っている。十勝としても認証制度に乗るという町

が増えてくると思う。清水町の町有林は２，０００ヘクタールほどあるがそれがどうい

う山なのかということも調査してはどうか。新たな植林場所や今後予定するところ等に

ついて見てみてはどうか。 

桜井委員：今の時期に町有林を調べるのは可能なのか。 

原委員：６月定例会までに調べる。 

委員長：今年度は町も観光に力を入れているが、進捗状況なども調査をしたい。去年もやったが

６月定例会までに調査をして、それ以後は町外や管外で継続調査をしてはどうか。いま

は観光を語らない町村はないので所管調査をしてみたいが。 

原委員：観光の何を調査するのか。 

委員長：清水町での観光は何をしようとしているのか。４景プラス１を行っているが、町の他の

取り組みは何かを調査したい。どこまで力を入れているのか。 

原委員：委員会をつくるのか。 

委員長：地域おこし協力隊員が１人から４人に増員されているので、観光に力を入れたいという

思いが伺える。 

原委員：観光については、以前から出ている清水公園やペケレの森などを含めてやりたいと言っ

ていたが、一度外部に調査を出して方針をある程度つくった。また、外部に新たな計画

を出すようになっているのか。休憩してほしい。 

委員長：休憩する。 

【休憩 １６：０８】 

委員長：再開する。 

【再開 １６：０９】 

委員長：意見を出してほしい。佐藤委員はどうか。 

佐藤委員：ありません。 

委員長：何か考えがあればと思うが。 

佐藤委員：ありません。 

桜井委員：農協との関係が今後更に大切になってくるという意味合いで、以前は農協職員との懇

談をしたいという意見があった。にんにく工場も建てられたので視察をしたい。工場か

らの臭いが問題だという話もある。人体には問題ないようだが、どうなっているのか。

また、堆肥ペレットの問題で、町も販売促進に対して毎年補助金を出しているが、うま

く運営されていないので、現状の確認をしたい。 

原委員：農協職員に来てもらい、説明をしてもらってから話し合いをするということか。 

桜井委員：農協と町に関わる施設を見せてもらい、今の情勢やバイオマスなどの色々な進行につ

いての意見交換をしたい。 

原委員：前段の意見を取り消して、こちらの意見に賛成する。 

安田委員：町内を回るのであれば、両方できるのではないか。前から言っていた９月や 12月に向

けては子どもの遊具に関する視察をし、清水町に活用できないかと考えている。 

委員長：農協との懇談や施設の視察は目的から外れるのではないか。 

加来議長：懇談というのではなく、農協の現状調査として施設等を調査し、農協役員に調査や現



状報告を受けるという形ではできる。親睦を図るのは別で、懇談は調査が終わってから

任意の参加の方向で考えてはどうか。 

委員長：桜井委員からは農協のにんにく工場とペレット工場の調査をし、役員と懇談をするとい

う意見と原委員からは町有林の現状を含めて調査したいということだが、安田委員から

は９月くらいまでにという意見が出たがどうか。 

原委員：私が言ったことを含めて１項目に絞らず、皆さん町を代表している議員なので、１週間

かけて調査を行ったり、日程を２日間に伸ばすなどして前向きに調査をしてはどうか。 

委員長：大まかに言えば２項目だが、町有林の調査と農協の施設であるにんにく工場とペレット

工場の調査と職員との懇談の２項目でよろしいか。 

安田委員：産業厚生常任委員会ではペレット工場は１～２回見ているので、ペレット工場は売れ

行きの問題だけなので視察であれば、にんにく工場と粉末加工施設を見た方がいいと思

う。農協は中期計画ができているので、今後の清水町の農業についての意見交換をして

はどうかと思う。 

原委員：毎年私がクレームを付けているペレット工場だが、現在稼働しているが見学して不都合

なことはあるのか。 

委員長：休憩する。 

【休憩 １６：１７】 

委員長：委員会を再開する。 

【再開 １６：３５】 

委員長：意見がたくさん出たが、結論には至っていない。次回の委員会で結論を出したいと思う。 

  

（２）その他 

 

委員長：何かあるか。 

（なしの声あり） 

委員長：次の委員会は日を追って知らせる。 

    これで、産業厚生常任委員会を終了する。 


